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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　時間の経過とともに変化する映像信号を周期的に取得し、この取得した映像信号に基づ
く映像を表示する液晶表示装置であって、
　液晶パネルを備える表示手段と、
　前記映像信号を記憶する記憶手段と、
　前記表示手段の温度を検出する温度検出手段と、
　前記映像信号において、所定移動量以上で移動する動体を示す動画像部分と、それ以外
の静止画像部分とを判別する判別手段と、
　前記温度検出手段によって検出される温度に応じて、少なくとも前記動画像部分に関し
て、同一の映像信号を繰り返し用いる繰り返し回数を設定する回数設定手段と、
　前記回数設定手段によって設定された繰り返し回数分だけ、少なくとも前記動画像部分
に関して、同一の映像信号を用いて、所定の周期で前記表示手段へ出力すべき映像表示デ
ータを生成する生成手段とを備え、
　前記生成手段は、前記動画像部分の表示のために用いられる映像信号よりも後に取得さ
れた映像信号に基づいて当該動画像部分の移動位置を示す移動表示データを作成し、この
移動表示データを合成した映像表示データを生成することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記生成手段は、前記同一の映像信号から前記動画像部分を抽出し、最新の映像信号か
ら前記静止画像部分を抽出して、これら抽出した動画像部分と静止画像部分とを合成して
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、前記映像表示データを生成することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記生成手段が、前記動画像部分を表示するために、同一の映像信号を繰り返し用いて
いる場合に、その旨を警告する警告手段を備えることを特徴とする請求項１又は請求項２
に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記警告手段は、警告メッセージを画像データとして生成して、前記生成手段に与え、
前記生成手段は、前記警告メッセージを含む映像表示データを生成することを特徴とする
請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記判別手段は、最新の映像信号における各画素の輝度と、その最新映像信号よりも１
周期前に取得された映像信号における各画素の輝度との輝度差が所定閾値以上である画素
の範囲を、前記動画像部分と判別することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記各画素の輝度差をそれぞれ記憶する輝度差記憶手段を備え、
　前記判別手段は、前記輝度差記憶手段にそれぞれ記憶された輝度差に所定の減衰係数を
掛けて減衰輝度差を算出するとともに、前記最新の映像信号とその１周期前の映像信号と
の各画素の輝度から算出される輝度差に前記減衰輝度差を加算した加算輝度差を、前記各
画素の輝度差として用いて前記動画像部分を判別し、
　前記生成手段は、前記判別した動画像部分に基づいて、前記移動表示データを作成する
ことを特徴とする請求項５に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記移動表示データは、前記減衰輝度差に応じて、異なる表示態様となるように作成さ
れることを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記移動表示データは、前記減衰輝度差に応じて、異なる表示色となるように作成され
ることを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　液晶パネルは、低温時に、液晶自身の粘性が上がることで、電位を掛けてから液晶分子
が移動するまでのレスポンス時間が長くなることが知られている。このため、低温時には
、液晶パネルによって動画を表示する際に、移動物体が尾を引くように表示される、いわ
ゆる「尾引き」現象が発生する。
【０００３】
　そのため、従来、例えば特許文献１に示されるように、液晶パネルの温度に応じて映像
を表示するための映像信号とバックライトの切り替え周波数を変更する液晶表示装置が提
案されている。
【０００４】
　この特許文献１に開示されている液晶表示装置は、フィールドシーケンシャル方式の液
晶表示装置であって、温度センサの検出する温度が基準温度未満に低下した場合、Ｖ－Ｒ
ＡＭに書き込まれた１画面分（１フィールド）の赤、緑、青の各映像信号を読み出す時間
間隔を長く、すなわち各映像信号を読み出す周波数（以下、フィールド周波数）を低く変
更しつつ、読み出した各映像信号を順次、液晶パネルのＸ、Ｙ電極に印加する。また、こ
れに同期して、バックライトの赤，緑，青の各色の発光ダイオードを点灯させる時間間隔
を変更する。このようにして、低温時における液晶表示装置の映像の画質を保っている。
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【特許文献１】特開２００２－３６５６１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した従来の液晶表示装置では、液晶パネルの温度が低下した場合、映像信号を読み
出すフィールド周波数、及びバックライトの点灯周波数を低くしている。このため、その
映像信号が移動物体を表示するものである場合には、その移動物体の位置変化をほぼリア
ルタイムに連続的に表示することが困難になることが予測される。すなわち、実際の移動
物体の位置と、液晶パネルに表示される移動物体の位置とのずれが大きくなるとの問題が
生じる。
【０００６】
　本発明は、上述した点に鑑みてなされたものであり、いわゆる「尾引き」現象の発生を
抑制しつつ、移動物体のほぼ実際の位置を認識することが可能な表示を行い得る液晶表示
装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、請求項１に記載の液晶表示装置は、
　時間の経過とともに変化する映像信号を周期的に取得し、この取得した映像信号に基づ
く映像を表示するものであって、
　液晶パネルを備える表示手段と、
　映像信号を記憶する記憶手段と、
　表示手段の温度を検出する温度検出手段と、
　映像信号において、所定移動量以上で移動する動体を示す動画像部分と、それ以外の静
止画像部分とを判別する判別手段と、
　温度検出手段によって検出される温度に応じて、少なくとも動画像部分に関して、同一
の映像信号を繰り返し用いる繰り返し回数を設定する回数設定手段と、
　回数設定手段によって設定された繰り返し回数分だけ、少なくとも動画像部分に関して
、同一の映像信号を用いて、所定の周期で表示手段へ出力すべき映像表示データを生成す
る生成手段とを備え、
　生成手段は、動画像部分の表示のために用いられる映像信号よりも後に取得された映像
信号に基づいて、当該動画像部分の移動位置を示す移動表示データを作成し、この移動表
示データを合成した映像表示データを生成することを特徴とする。
【０００８】
　すなわち、液晶パネルの温度が基準温度未満（例えば、０℃未満）に低下した場合には
、設定された回数分繰り返して、動画像部分の表示のために同一の映像信号を用いて映像
表示データを生成する。これにより、フィールド周波数が低下した場合と同等の効果が生
じて、動体によっていわゆる「尾引き」現象が発生することを防止できる。
【０００９】
　さらに、上述した映像表示データには、動画像部分の移動位置を示す移動表示データが
合成される。この移動表示データは、動体そのものを表示するための表示データではなく
、単に、動体の移動位置を示す記号的なものである。従って、この移動表示データによっ
て動体の「尾引き」現象を発生させずに、動体のほぼ実際の位置が認識可能な表示を行う
ことができる。
【００１０】
　請求項２に記載したように、生成手段は、同一の映像信号から動画像部分を抽出し、最
新の映像信号から静止画像部分を抽出して、これら抽出した動画像部分と静止画像部分と
を合成して、映像表示データを生成しても良い。
【００１１】
　このように静止画像部分を最新の映像信号から抽出することにより、静止画像部分に含
まれる、所定の移動量未満の移動量を持つ完全には静止していない画像部分の表示をほぼ
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リアルタイムに行うことが可能になる。なお、この場合、若干の尾引きが発生して、表示
ににじみが生じる可能性はあるが、移動量の閾値を液晶パネルのレスポンス時間を考慮し
て適切に設定することにより、その静止画像部分は十分に認識可能な状態で表示できる。
【００１２】
　請求項３に記載したように、生成手段が、動画像部分を表示するために、同一の映像信
号を繰り返し用いている場合に、その旨を警告する警告手段を備えることが好ましい。こ
れにより、ユーザは、動体の表示の更新が数映像信号毎に行われ、動体がストップモーシ
ョン的に表示されていることを明確に理解することができる。なお、請求項４に記載した
ように、警告手段は、警告メッセージを画像データとして生成して、生成手段に与え、生
成手段は、警告メッセージを含む映像表示データを生成することで、上述した警告を与え
ることができる。
【００１３】
　請求項５に記載したように、判別手段は、最新の映像信号における各画素の輝度と、そ
の最新映像信号よりも１周期前に取得された映像信号における各画素の輝度との輝度差が
所定閾値以上である画素の範囲を、動画像部分と判別することができる。つまり、動体の
移動量と画素の輝度差との間には相関があり、その輝度差から動体を示す動画像部分に含
まれる画素か、それ以外の静止画像部分に含まれる画素かを判別できるのである。なお、
各画素における輝度差と比較される所定閾値は、実際に、液晶パネルに表示される映像を
見ながら、実験的に設定される。
【００１４】
　請求項６に記載したように、各画素の輝度差をそれぞれ記憶する輝度差記憶手段を備え
、
　判別手段は、輝度差記憶手段にそれぞれ記憶された輝度差に所定の減衰係数を掛けて減
衰輝度差を算出するとともに、最新の映像信号とその１周期前の映像信号との各画素の輝
度から算出される輝度差に減衰輝度差を加算した加算輝度差を、各画素の輝度差として用
いて動画像部分を判別し、生成手段は、この判別した動画像部分に基づいて、移動表示デ
ータを作成することが好ましい。
【００１５】
　上述した構成によれば、最新の映像信号とその一周期前の映像信号とに基づいて移動表
示データが作成される。この際、最新の映像信号とその一周期前の映像信号との各画素の
輝度差から動画像部分を構成する画素を判別できるだけでなく、それ以前の映像信号の組
から動画像部分を構成すると判別された画素が、減衰係数に応じた周期だけ継続して動画
像部分を構成する画素として判別される。これらの判別された画素から構成される動画像
部分に基づいて移動表示データを作成することにより、単に、動体のほぼ実際の移動位置
（最新の移動位置）だけでなく、それ以前の動体の移動位置、すなわち動体の軌跡も併せ
て表示することができる。
【００１６】
　請求項７に記載したように、移動表示データは、減衰輝度差に応じて、異なる表示態様
となるように作成されることが好ましい。これにより、動体の最新の移動位置と、過去の
移動位置を示す軌跡部分とを、その表示態様から識別することができる。なお、請求項８
に記載したように、移動表示データは、減衰輝度差に応じて、異なる表示色となるように
作成することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の実施の形態における液晶表示装置に関して、図面に基づいて説明する。
本実施形態における液晶表示装置は、例えば車両において、車両の前方、左右側方、或い
は後方の映像をカメラによって撮像し、その映像を車室内で表示する用途に用いられる。
そのような車両が、外気温が氷点下以下に低下するような寒冷地において用いられた場合
には、液晶の応答性が低下して、動画を表示する際にいわゆる「尾引き」現象が発生する
ことがある。
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【００１８】
　図１は、本実施形態に係わる液晶表示装置の構成を示したブロック図である。同図に示
すように、本実施形態の液晶表示装置は、液晶モニタ１１０、液晶モニタ１１０の温度を
検出するサーミスタ等によって構成される温度センサ１０、及び制御部１００から構成さ
れる。
【００１９】
　温度センサ１０は、例えば液晶（ＬＣＤ）パネルの表面側に設けられ、液晶パネルの温
度に応じたアナログ信号を、常時出力する。この温度センサ１０からのアナログ信号は、
制御部１００に入力される。
【００２０】
　制御回路１００は、Ａ／Ｄ変換部２０、温度判定部３０、メモリコントローラ部４０，
メモリ部５０，バッファ６０，警告表示部７０，補間処理部８０及び合成部９０などによ
って構成される。この制御回路１００は、映像を表示するための映像信号を外部（カメラ
等）から所定周期で取得して、メモリ部５０及びバッファ６０に保存するとともに、保存
した映像信号に基づいて１画面分（１フィールド分）の映像表示データを生成し、所定時
間毎に液晶モニタ１１０へ出力する。この制御部１００における映像表示データの生成方
法については、後に詳細に説明する。
【００２１】
　液晶モニタ１１０は、例えば、非発光型ディスプレイであるＴＦＴ－ＬＣＤ（Thin Fil
m Transistor Liquid Crystal Display）、バックライト、導光板等によって構成される
。ＴＦＴ－ＬＣＤは、透明電極と配向膜を形成した２枚のガラス基板のすき間に糸状液晶
分子を一方向に配列（配向）したＬＣＤパネルと、その配列を電界の印加で変化させるス
イッチ手段としてのＴＦＴ、カラーフィルタ等によって構成される。
【００２２】
　ここで、ＬＣＤパネルの動作原理について、図３及び図４（ａ）、（ｂ）を用いて説明
する。図３は、ＴＦＴ等の能動素子ＳＷを用いたＬＣＤパネルの１画素における１色分の
等価回路を示す。ＬＣＤパネルでは、同図に示す能動素子ＳＷが閉じられると、所定量の
電荷がコンデンサ２１０に蓄積され、この蓄積された電荷の量（すなわち、電圧の大きさ
）に応じて、液晶分子２２０が導光板（図示せず）によって導かれたバックライト光２３
０を透過する量（画素の透過率）が制御される。この透過率の制御により、輝度の階調制
御が行われる。このようにして、カラーフィルタのＲＧＢの各色に対応する各能動素子Ｓ
Ｗの輝度を制御することにより、各画素において、任意の色が表示される。また、所定の
電荷量を蓄積した後は、各能動素子ＳＷを開け、この電圧を次回のフィールドまで保持す
る。
【００２３】
　このように、液晶は、バックライト光２３０の透過量を制御するシャッターとしての役
割を果すものであり、フィールド周波数に対応した周期毎にシャッターの状態が変化する
。そして、周知のごとく、液晶は、常温においては十分な動画像表示性能を有するが、例
えば、０℃未満の低温では、液晶分子の応答性が悪くなり、「尾を引く」画像を表示する
ようになる。
【００２４】
　図４（ａ）は、ノーマリホワイト（電界を印加しないときに白表示となる性質）を持つ
ＴＮ液晶におけるフィールド毎のシャッターの状態変化を示した図である。同図（ａ）の
実線は、常温におけるシャッターの状態遷移を示すもので、各フィールドの初期段階で目
標とするシャッター状態とすることができる。一方、低温時では、点線で示す状態遷移の
ように、フィールド時間内で目標とするシャッター状態とすることができない。そのため
、例えば、フィールド２において、シャッター閉（黒）としたいところを、応答性が悪い
ために、シャッターは完全に閉じることができずにバックライト光を漏らしてしまう。こ
れが、「尾を引く」原因となる。
【００２５】
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　そこで、本実施形態における液晶表示装置は、周期的に取得される映像信号において、
所定移動量以上で移動する動体を示す動画像部分と、それ以外の静止画像部分とを判別し
、液晶パネルの温度が基準温度（例えば、０℃）未満に低下した場合には、少なくとも動
画像部分に関して、同一の映像信号を繰り返し用いて、上述し映像表示データを生成する
。これにより、図４（ｂ）に示すように、フィールド周波数は不変であるにも係らず、フ
ィールド周波数が低下した場合と同等の効果が生じて、動体の表示によるいわゆる「尾引
き」現象が発生することを防止できる。
【００２６】
　以下、制御部１００における映像表示データを生成するための構成及び方法について、
図1及び図２を用いて詳細に説明する。
【００２７】
　まず、制御部１００のＡ／Ｄ変換部２０は、温度センサ部１０から出力されたＬＣＤパ
ネルの温度を示すアナログ信号をデジタル信号に変換して出力する。温度判定部３０は、
このＡ／Ｄ変換部２０のデジタル信号を入力して、ＬＣＤパネルの温度が基準温度未満に
低下したか、また、低下した場合には、動画像部分を表示するために、同一の映像信号を
繰り返し用いる繰り返し回数を決定して、メモリコントローラ部４０及び警告表示部７０
に出力する。
【００２８】
　ここで、ＬＣＤパネルの温度Ｔと、同一の映像信号を繰り返し用いる繰り返し回数Ｙと
の関係は、例えば以下の数式１のように規定できる。
【００２９】
　（数１）
　　Ｔ＜０の場合　　　Ｙ＝０．０１５×Ｔ２

　　Ｔ≧０の場合　　　Ｙ＝０
　ただし、温度に応じた液晶のレスポンス時間の変化は、ＬＣＤパネルの種別に応じて異
なるので、ＬＣＤパネルごとに係数（０．０１５）を適宜設定することが望ましい。また
、繰り返し回数Ｙは、上述した関係式によって算出する以外に、例えば、温度Ｔと繰り返
し回数Ｙとの関係をマップとして記憶しておき、そのマップから該当する繰り返し回数を
読み出しても良い。
【００３０】
　なお、動画像部分の表示のために同一の映像信号が繰り返し用いられる間は、その間に
取得された映像信号が、動画像部分の表示のために用いられることはない。
【００３１】
　メモリコントローラ部４０は、温度判定部３０から繰り返し回数Ｙを入力して、その繰
り返し回数分だけ、同一の映像信号がメモリ部５０から出力されるように、メモリ部５０
に対して出力すべき映像信号が記憶されたアドレスを指示する。
【００３２】
　メモリ部５０は、例えばメモリコントローラ部４０によって指定される最大繰り返し回
数に対応する数の映像信号を保存できる容量を有し、新たな映像信号が入力される毎に、
記憶領域を示すアドレスを変更しつつ、その映像信号を記憶する。メモリ部５０が既に最
大繰り返し回数に相当する数の映像信号を保存している場合には、最も古い映像信号が消
去され、その上に最新の映像信号が上書き保存される。
【００３３】
　なお、メモリ部５０は、メモリコントローラ４０によって繰り返し回数Ｙが与えられた
場合、その繰り返し回数Ｙの経過毎に入力される映像信号のみを記憶するようにしても良
い。上述したように、動画像表示のために同一の映像信号が繰り返し用いられる間は、そ
の間に入力される映像信号が、動画像部分の表示のために用いられることはないためであ
る。このようにすれば、メモリ部５０の記憶容量を低減することができる。
【００３４】
　また、バッファ６０は、２画像分の映像信号を保存可能であって、最新の映像信号が入
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力されるたびに、その最新の映像信号を記憶しつつ、その間、1周期前に取得した映像信
号を補間処理部８０に対して出力する。ただし、上述したメモリ部５０が、最新の映像信
号の１周期前に取得した映像信号も出力することが可能である場合には、このバッファ６
０は、省略することができる。
【００３５】
　警告表示部７０は、温度判定部３０からの繰り返し回数Ｙの入力を受けた場合に、映像
表示データにおける動画像部分が、同一の映像信号を繰り返し用いていることを警告する
ための警告メッセージを合成部９０に対して出力する。これにより、ユーザは、動体の表
示位置の更新が数映像信号毎に行われ、動体がストップモーション的に表示されているこ
とを認識することができる。なお、このような警告は、警告メッセージをＬＣＤパネルに
表示する以外に、例えば音声等によって報知することも可能である。
【００３６】
　補間処理部８０は、メモリ部５０、バッファ６０及び入力ポートから、動画像部分の表
示に用いる映像信号（映像信号Ａ）、最新よりも１周期前の映像信号（映像信号Ｂ）及び
最新の映像信号（映像信号Ｃ）を入力して、上述した映像表示データを生成するために利
用する画像を画素毎に選択して、合成部９０に出力する。
【００３７】
　合成部９０は、補間処理部８０から出力される画素データを集めて１画面分の映像表示
データを生成し、さらに、警告表示部７０から出力される警告メッセージを重ね合わせる
ように合成して、液晶モニタ１００に出力する。
【００３８】
　次に、図２に基づいて、補間処理部８０及び合成部９０について詳細に説明する。図２
は、補間処理部の構成を詳細に示す構成図である。なお、上述した映像信号Ａ～Ｃは、同
じ位置の画素ごとに、補間処理部８０に入力される。また、画素ごとの映像信号は、輝度
信号と、色信号とからなるが、映像信号Ｂ及びＣが、動画像部分と静止画像部分との判別
等に用いられる際には、各画素の輝度信号のみが用いられる。
【００３９】
　図２において、減算器１１０には、最新の映像信号Ｃの各画素の輝度と、その１周期前
の映像信号Ｂの各画素の輝度とが順次入力され、それらの輝度差が算出される。減算器１
１０によって算出された輝度差は、絶対値算出器１２０に出力され、輝度差の絶対値が算
出される。
【００４０】
　絶対値算出器１２０によって算出された輝度差の絶対値は、加算器１３０に出力される
。一方、フィールドメモリ１７０は、以前に加算器１３０から出力された輝度差の絶対値
を各画素ごとに記憶しており、入力される映像信号Ｂ，Ｃの画素に対応する画素に関して
記憶している輝度差の絶対値を出力する。１８０は乗算器であり、フィールドメモリ１７
０から出力された輝度差の絶対値に所定の減衰係数Ｋを乗じた減衰輝度差を、加算器１３
０に出力する。
【００４１】
　加算器１３０は、絶対値算出器１２０から出力された輝度差と、乗算器１８０から出力
された減衰輝度差とを加算して、加算輝度差を出力する。この加算器１３０から出力され
る加算輝度差は、比較器１４０に入力される。
【００４２】
　比較器１４０は、加算器１３０からの加算輝度差と、動き量閾値出力器１５０からの動
き量閾値とを入力して、加算輝度差が動き量閾値を上回る場合に、動画判定信号を出力す
る。なお、動き量閾値は、液晶のレスポンス時間に応じて動体と判別すべき閾値も異なる
ため、実際に、液晶パネルに表示される映像を見ながら、各ＬＣＤパネルの種類毎に実験
的に設定される。
【００４３】
　連続して取得された映像信号における各画素の輝度差と動体の動き量との間には相関が
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あり、その輝度差から動体を示す動画像部分に含まれる画素か、それ以外の静止画像部分
に含まれる画素かを判別できる。つまり、比較器１４０では、各画素の輝度差から、その
画素が動画像部分に含まれる画素か、それとも静止画像部分に含まれる画素かを判別して
いるのである。
【００４４】
　比較器１４０からの動画判定信号は、選択器１６０及び合成部９０に入力される。選択
器１６０は、比較器１４０からの動画判定信号が入力された時には、動画像表示のために
、映像信号Ａの画素を選択し、動画判定信号が入力されない時には、静止画像表示のため
に最新の映像信号Ｃの画素を選択して出力する。
【００４５】
　このように、比較器１４０によって、動き量閾値（例えば２画素／１フィールド）を用
いて動画判定を行うことにより、所定の動き量未満の動き量を持つ、完全には静止してい
ない画像部分を静止画像部分として判別できる。そして、静止画像部分と判別された場合
には、映像表示データの生成のため最新の映像信号Ｃの画素が用いられるので、その表示
をほぼリアルタイムに行うことが可能になる。なお、この場合、若干の「尾引き」が発生
して、表示ににじみが生じる可能性はあるが、動き量の閾値をＬＣＤパネルのレスポンス
時間を考慮して設定するので、その静止画像部分は十分に認識可能な状態で表示できる。
【００４６】
　合成部９０は、選択器１６０から出力された画素を組み合せて映像表示データを生成す
る。さらに、この映像表示データに、比較器１４０からの動画判定信号に基づいて、動体
の移動位置を示す移動表示データを合成する。この移動表示データに関して、以下、詳細
に説明する。
【００４７】
　上述したように、本実施形態においては、低温時における「尾引き」現象の発生を抑制
するために、動画判定がなされた動画像部分は、過去の取得した映像信号Ａの画素を用い
て映像表示データが生成される。この場合、実際の動体の位置と、ＬＣＤパネルに表示さ
れる動体の位置とのずれが大きくなるとの問題が生じる。そこで、本実施形態では、動画
像部分の表示のために用いられる映像信号Ａよりも後に取得された映像信号Ｂ，Ｃに基づ
いて、当該動画像部分の移動位置を示す移動表示データを作成し、この移動表示データを
合成した映像表示データを生成するのである。
【００４８】
　具体的には、比較器１４０から動画判定信号がなされた場合には、その動画判定された
画素の色信号を、動体の移動位置を表示するための特定の色信号に変更することによって
、移動表示データを合成する。このようにすれば、最新の映像信号Ｃとその１周期前の映
像信号Ｂとから判別される、動体のほぼ実際の位置を、その特定色によって表示すること
ができる。
【００４９】
　さらに、本実施形態においては、加算器１３０、フィールドメモリ１７０及び乗算器１
８０によって、最新の映像信号Ｃとその１周期前の映像信号Ｂの各画素の輝度差に、過去
に生じた輝度差に基づいて算出される減衰輝度差を加算している。このため、最新の映像
信号Ｃとその１周期前の映像信号Ｂの各画素の輝度差によって動画判定が行われるととも
に、過去に生じた輝度差によっても動画判定されることになる。この結果、動体の最新の
移動位置のみでなく、その移動位置に達する以前の動体の移動位置、すなわち動体の軌跡
も、上述した特定色によって表示することができる。
【００５０】
　なお、過去に生じた輝度差には、減衰係数が乗じられるため、数回の演算を減ることに
より、動画判定が行なわれなくなり、特定色による表示も終了する。
【００５１】
　上述したように、本実施形態においては、映像表示データに、動画像部分の移動位置を
示す特定色からなる移動表示データが合成される。この移動表示データは、動体そのもの
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を表示するための表示データではなく、単に、動体の移動位置を示す記号的なものである
。従って、この移動表示データによって動体の「尾引き」現象を発生させずに、動体のほ
ぼ実際の位置が認識可能な表示を行うことができる。
【００５２】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に何
ら制限されることなく、本発明の主旨を逸脱しない範囲において、種々変形して実施する
ことが可能である。
【００５３】
　例えば、上述した実施形態では、最新の映像信号Ｃ及びその１周期前の映像信号Ｂの各
画素の輝度差によって動画判定された画素の色信号を、特定色に変更した。しかしながら
、動画像表示に用いる映像信号Ａとその前後の映像信号とを用いて動画判定がなされた領
域においては、上述した特定色への変更を中止するようにしても良い。これにより、動体
を実際の色に即した表示色で表示することができ、その動体をより認識しやすくすること
ができる。
【００５４】
　また、上述した実施形態においては、比較器１４０によって動画判定された画素の色信
号を特定の色信号に変更するものであったが、乗算器１８０から出力される減衰輝度差に
応じて、その特定色の色相、明度あるいは彩度を変更するようにしても良い。これにより
、例えば、動体の最新の移動位置を最も目立つ色で表示するとともに、減衰輝度差が小さ
くなるほど、目立たない色で表示するような表示も可能となる。
【００５５】
　さらに、上述した実施形態における、加算器１３０、フィールドメモリ１７０及び乗算
器１８０は選択的なものであって、これらの構成を省略しても良い。この場合、動体の軌
跡を表示することができなくなるが、最新の映像信号Ｃとその１周期前の映像信号Ｂの各
画素の輝度差によって少なくとも、動体の最新の移動位置を示す移動表示データを表示す
ることができる。
【００５６】
　なお、上述した制御部１００における各構成は、マイクロコンピュータにおけるプログ
ラムによって実現することも可能であるし、ハードウエア回路によって実現することも可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態に係わる、液晶表示装置の構成を示したブロック図である。
【図２】補間処理部８０の構成を詳細に示すブロック図である。
【図３】能動素子ＳＷを用いたＬＣＤパネルの１画素における１色分の等価回路である。
【図４】（ａ）は、常温時と低温時とのシャッターの状態遷移の違いを示したイメージ図
であり、（ｂ）は、１フィールドの時間を変更することなく、繰り返し表示することで擬
似的にフィールド周波数を変更した場合のシャッターの状態遷移を示したイメージ図であ
る。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　温度センサ部
　２０　Ａ／Ｄ変換部
　３０　温度判定部
　４０　メモリコントローラ部
　５０　メモリ部
　６０　バッファ
　７０　警告表示部
　８０　補間処理部
　９０　合成部
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　１００　制御部
　１１０　液晶モニタ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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动显示数据。因此，如如果字段频率降低发生相同的效果，能够防止由
于移动物体的所谓的“追踪”现象。此外，可以通过移动所述显示数据，可
识别的显示基本上移动物体的实际位置来执行。 .The
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